
 
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貨
物
会
社
、
関
連
会
社
で
働
く
組
合
員
と
家
族
の
皆
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

日
々
劣
悪
な
職
場
環
境
の
下
、
労
働
条
件
改
善
や
、
組
織
強
化
拡
大
に
む
け
た

取
り
組
み
に
全
力
で
奮
闘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
は
見
通
せ
ず
、
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
、
関
係
機
関

の
労
働
者
は
心
身
と
も
に
疲
弊
し
、
労
働
環
境
は
劣
悪
さ
を
極
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
戦
争
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
に
向

け
、
民
間
イ
ン
フ
ラ
を
集
中
的
に
攻
撃
す
る
な
ど
、
国
際
人
道
法
に
も
反
す
る
蛮

行
が
繰
り
返
さ
れ
、
市
民
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
侵
略
開
始
か
ら

一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
一
刻
早
く
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
も
「
ロ

シ
ア
は
侵
略
を
や
め
、
国
連
憲
章
を
守
れ
」
の
一
点
で
全
世
界
が
団
結
す
る
こ
と

が
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

貨
物
会
社
の
22
年
度
の
事
業
計
画
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
、
景
気
低
迷
が
依

然
と
し
て
続
く
下
、
四
半
期
毎
に
よ
る
下
方
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
中
間
決
算

に
お
い
て
は
赤
字
を
計
上
す
る
な
ど
、
厳
し
い
経
営
が
続
く
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
通
期
見
通
し
は
コ
ロ
ナ
の
終
息
と
物
流
経
済
の
回
復
を
想
定
し
、

連
結
で
15
億
円
の
経
常
利
益
を
見
込
ん
で
お
り
、
当
初
の
事
業
計
画
数
値
と
の
乖

離
を
み
れ
ば
、
計
画
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

貨
物
会
社
は
こ
の
間
、
18
年
連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
や
、
超
低
額
の
期
末
手
当
を
強
行

す
る
な
ど
、
社
員
犠
牲
を
繰
り
返
す
中
に
お
い
て
も
利
益
剰
余
金
を
積
み
上
げ
、

確
実
に
経
営
体
力
を
つ
け
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
倍
の
規
模
で
の

設
備
投
資
は
計
画
通
り
に
実
施
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
社
員
と
家
族
の

生
活
を
顧
み
な
い
姿
勢
を
こ
れ
以
上
許
す
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
今
重
要
な
こ
と

は
物
価
高
騰
に
あ
え
ぐ
社
員
の
賃
金
底
上
げ
と
、
労
働
条
件
改
善
を
は
じ
め
定
年

ま
で
健
康
で
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
の
確
立
以
外
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

一
方
で
環
境
問
題
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
は
年
々
拡
大
傾

向
に
あ
り
、
並
行
在
来
線
問
題
や
、
本
州
北
海
道
物
流
ル
ー
ト
の
存
続
、
線
路
使

用
料
問
題
な
ど
、
鉄
道
貨
物
輸
送
の
全
国
ネ
ッ
ト
を
維
持
し
、
健
全
経
営
の
確
立

に
向
け
た
政
府
へ
の
継
続
し
た
要
請
の
取
り
組
み
は
重
要
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。 

参
院
選
で
は
自
民
が
勝
利
す
る
も
、
岸
田
内
閣
の
支
持
率
は
最
低
を
更
新
し
て

い
ま
す
。
物
価
高
の
さ
な
か
に
年
金
や
医
療
費
改
悪
、
統
一
協
会
問
題
へ
の
無
反

省
と
責
任
逃
れ
、
相
次
ぐ
閣
僚
の
辞
任
、
未
だ
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
固
執
し
、
賃

上
げ
の
具
体
策
す
ら
示
せ
な
い
政
府
に
対
し
、
国
民
の
怒
り
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。

行
き
詰
ま
り
を
深
め
つ
つ
も
、
岸
田
政
権
は
国
葬
を
強
行
し
、
違
憲
の
敵
基
地
攻

撃
能
力
の
保
有
と
、
軍
事
費
2
倍
の
具
体
的
財
源
確
保
に
向
け
た
議
論
を
は
じ
め
、

原
発
新
増
設
や
再
稼
働
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
義
務
化
な
ど
過
去
の
政

権
を
超
え
る
悪
政
を
次
々
に
表
明
し
て
い
ま
す
。
破
た
ん
し
た
新
自
由
主
義
に
し

が
み
つ
く
政
治
の
転
換
に
向
け
、
広
範
な
労
働
者
と
連
帯
し
、
平
和
を
守
る
た
め

に
も
、
国
民
運
動
を
大
き
く
発
展
さ
せ
、
23
春
闘
で
は
、
大
幅
賃
上
げ
の
獲
得
、

労
働
法
制
改
悪
反
対
、
社
会
保
障
制
度
の
充
実
、
弱
者
切
り
捨
て
反
対
、
憲
法
9
条

を
否
定
す
る
悪
政
を
許
さ
ず
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘
い
に
全
力
を
あ
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

国
労
要
求
の
実
現
に
向
け
引
き
続
き
全
国
の
職
場
か
ら
運
動
を
強
化
し
、
全
国

貨
物
協
議
会
が
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
奮
闘
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
新
春
の
挨
拶
と

致
し
ま
す
。 
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国
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協
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北海道貨物協議会 

議  長 高岸栄太郎 

副議長 佐々木敏則 

事務長 千葉 克己 

関西貨物協議会 

議  長  工藤 隆志 

副議長  笹山 美津男 

副議長  大森 忠 

副議長  國松 重浩 

副議長  荻田 啓二 

副議長  佐藤 英和 

副議長  奥尾 秀之 

事務長  惠阪 恵一 

関東貨物協議会 

議  長 森岡 英夫 

副議長 小泉 堅一 

副議長 斎藤 郁夫 

副議長 寺嶌 浩昭 

副議長 和田 政範 

副議長 松吉 祐典 

事務長 中村  誠 

東北貨物協議会 

議  長 石戸谷 満 

副議長 高橋 毅 

副議長 天野 一志 

事務長 木元 敏彰 

 

東海貨物協議会 

議  長 大金 健治 

副議長 多賀 明 

副議長 工藤 拓真 

事務長 加藤 広明 

 

九州貨物協議会 

議 長 下川 一男 

副議長 幸村 重克 

副議長 西尾  豊 

事務長 榊  正明 

 

 

 

 


